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②黒潮環境センター

※　「飛灰」の基準については、セメント固化、薬剤処理を行っているものに
    ついては適用しない。（H15.3.3環境省令第2号）

（参考：環境用語の解説）

※「ダイオキシン類」とは
　　廃棄物の焼却等の過程で非意図的に生成される物質で、ポリ塩化ジベンゾパラジオ
　キシンとポリ塩化ジベンゾフランを加えた２１０種の有機塩素化合物を総称して「ダ
　イオキシン類」という。分解しにくい物質のため、環境中に微量であるが広く存在
　し、生物の体内に蓄積しやすく、発がん性、催奇形性、免疫機能の低下などの毒性を
　有するといわれている。

※「ＴＥＱ」（ティー・イー・キュー）とは
　　最も毒性の強い「2,3,7,8-テトラクロロジベンゾパラジオキシン」の毒性を１とし
　て他のダイオキシン類の仲間の毒性を強さを換算した係数を用い、ダイオキシン類の
　毒性を足し合わせた値であることを示す。

●  微量物質の重さを測る単位
　　ｎｇ（ナノグラム）　　＝ 10-9 ｇ（10億分の１グラム）
　　ｐｇ（ピコグラム）　　＝ 10-12ｇ（1兆分の1グラム）

（例）砂粒の千分の１グラムが１ｎｇです。
　　　また、東京ドームに相当する体積の入れ物を水でいっぱいにした場合の重さが約
　　1012ｇ（1兆グラム）となります。このため、東京ドームに相当する入れ物に水を満
　　たして角砂糖1個（１ｇ）を溶かした場合を想定すると、その水１ccにふくまれてい
　　る砂糖が１pg（ピコグラム）になります。
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　＜ダイオキシン類分析結果＞

令和７年度各施設等における検査分析結果について
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